
コメ価格高騰
公明党は何をしているのか？

国民生活を守る米価安定化への取り組み
備蓄⽶活⽤から中⻑期対策まで、総合的な政策を推進

公明チャンネル 第7回「コメ価格高騰公明党の対応は？」より
https://www.youtube.com/watch?v=ww5W5jlwjlg&t=31s



1. 米価高騰に直面する国民生活
• 最近の米価は急騰し、家庭に深刻
な影響を与えている。

• お米の価格が昨年と比べて2倍以
上になっている。

• 家計への圧迫を緩和するための早
急な対策が求められている。

• 公明党は早くから備蓄米活用の対
応を求め、農林水産省への要請を
繰り返してきた。



２．備蓄米の活用とルール改正
• 備蓄米は非常時のみ使用される仕組み。
• 公明党の提案で価格安定のために備蓄
米が活用できるようにルールが変更。

• 昨年12月、参議院の農林水産委員会で
高橋みつお議員が指摘したことがきっ
かけ、と石破首相が発言。

• これが転機となって、備蓄米放出の流
れが始まった。



３．随意契約の導入と法的課題への対応
• 「定価で売る仕組み」は独占禁止法や会
計法の問題が指摘

• 公明党は公正取引委員会や財務省と直
接交渉し、合法的に実現できる方法を
確保。

• 農水省が随意契約を活用する方針を発
表。

• 小泉進次郎農水大臣が公明党の提案を
評価。



４．適正価格で消費者に届ける工夫
• 公明党は単に随意契約で米を市場に出すだけではなく、「5キロ
2,000円程度で消費者が買えるようにする」ことを目標に、政府と
次の２つの要点を要請。
店頭価格を明示して売る仕組み（例：5kgで2,000円）
期限付き（例：２週間後）で価格を守る事業者を契約対象にする

• 事業者が安定的に適正価格で供給できる体制を構築。



５．物流コストの支援を要請
• 物流コストの支援は備蓄米の流通に重要。
• トラック業界は人手不足に直面している。
• 国土交通省と連携し、 JR貨物の活用やト
ラック輸送の支援を国に求めた。

• 備蓄米の約400億円の売却益を活用し、
輸送費支援の財源とするよう提した。

• 適切な支援があれば流通が円滑に。



6. 中長期的には「米の安定供給体制」構築へ
• 将来に向けて、同じような価格高騰を繰り返さないために、米の
生産コストを下げ、生産性を上げる支援が必要。

• 主に以下の提案。
農地の集約化と基盤整備（スマート農業の導入）
大規模化支援と生産性向上
米価急落時のセーフティネット整備
豊作時は国が買い取って備蓄米として確保



7. 生産者と消費者のどちらも守る政策へ
• 価格が高すぎても安すぎても問題
が生じる。

• 持続可能な農業が生産者にとって
重要である。

• 消費者が安心して購入できる価格
を確保する。

• 公明党は政府と連携して、現場の声
を反映し継続的な改善を進めます。




